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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】既存の空調の吸気口に取り付けられ、空調の正 
常な動作に影響を与えることなく、取り付けも非常に簡 
単である空調消毒殺菌装置を提供する。
【解決手段】空調消毒殺菌装置は、空調の吸気口を覆う 
ように吸気口に着脱可能に取り付けられ、ハウジング１ 
を備え、ハウジングの中心に消毒殺菌装置が設けられ、 
ハウジングの側壁には、径方向に沿って均等に配置され 
た空気入口３が設けられる。さらに、ハウジングに空気 
出口が設けられ、空気出口と空調の吸気口とが対応して 
配置される。本装置は、ブラケットを介して空調の吸気 
口に容易に取り付けられ、空調の吸気口に形成された負 
圧により、外部の空気が空気入口からハウジングに吸い 
込まれ、ハウジング内の消毒殺菌装置により空気中の細 
菌またはウイルスを消毒殺菌した後、吸気口から空調に 
流れ込んで冷却または加熱される。これによって、細菌 
またはウイルスが空調によって拡散される可能性を抑え 
る。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 で あ っ て 、 前 記 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 は 、 空 調 の 吸 気 口 を 覆 う よ う に 、 前  
記 吸 気 口 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ） を 備 え 、  
ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 に 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 側 壁 に は  
、 径 方 向 に 沿 っ て 均 等 に 配 置 さ れ た 空 気 入 口 （ ３ ） が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 空 気  
出 口 が 設 け ら れ 、 前 記 空 気 出 口 と 空 調 の 吸 気 口 と が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 空 調 の 吸 気 口 に 負  
圧 が 形 成 さ れ 、 形 成 さ れ た 負 圧 に よ り 、 空 気 入 口 （ ３ ） 外 の 空 気 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 内 に  
流 れ 込 み 、 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） に よ っ て 消 毒 殺 菌 を 行 っ た 後 、 空 気 が 空 調 の 吸 気 口 に 流 れ  
込 む こ と を 特 徴 と す る 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 気 入 口 （ ３ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 側 壁 か ら ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 に 向 か っ  
て 延 在 す る 螺 旋 形 状 の ダ ク ト 構 造 で あ り 、 空 気 が 螺 旋 形 状 の ダ ク ト 構 造 を 通 過 し た 後 、 消  
毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 設 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 位 置 に 空 気 の 渦 流 が 形 成 さ れ る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 紫 外 線 ラ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 調  
消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 紫 外 線 ラ ン プ が 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺  
菌 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 央 に 、 紫 外 線 ラ ン プ の 動 作 状 態 を 確 認 で き る 透 光 窓 （ ５ ） が  
設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 空 気 出 口 は 多 孔 板 （ ４ ） で 覆 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
ま た は ４ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ と 多 孔 板 （ ４ ） と の 底 面 の 間 の 距 離 が ５ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 多 孔 板 （ ４ ） の 表 面 に 消 毒 殺 菌 用 の 光 触 媒 コ ー デ ィ ン グ 層 が 塗 布 さ れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 消 毒 殺 菌 装 置 に 関 し 、 特 に 、 空 調 内 に 取 り 付 け ら れ 、 空 気 を 消 毒 殺 菌 す る 装  
置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 空 調 は 最 も 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 温 度 調 整 装 置 で あ り 、 通 常 、 外 部 の 空 気 を 空 調 内 部  
に 吸 い 込 み 、 吸 い 込 ま れ た 空 気 を 内 部 の 熱 交 換 フ ィ ン で 冷 却 ま た は 加 熱 し て 室 内 の 空 気 温  
度 を 調 整 す る 。 空 調 は 使 用 時 の 省 エ ネ 効 果 を 高 め る た め に 、 通 常 、 室 内 に 排 出 し た 空 気 を  
吸 い 込 ん で 冷 却 ま た は 加 熱 し た 後 、 室 内 に 再 び 排 出 し て い る 。 空 調 が 使 用 さ れ る 室 内 空 間  
で の 空 気 は 、 室 外 の 空 気 と 交 換 せ ず 、 人 が 密 集 し た 空 間 で は 、 細 菌 ま た は ウ イ ル ス が 存 在  
す る と 、 空 調 よ り 排 出 し た 空 気 に よ っ て 、 細 菌 ま た は ウ イ ル ス が 空 間 全 体 に 拡 散 さ れ る 可  
能 性 が あ る 。 従 来 の 空 調 に は 、 フ ィ ル タ や 銀 イ オ ン な ど の 濾 過 ・ 消 毒 殺 菌 装 置 が 搭 載 さ れ  
て い る が 、 こ れ ら の 装 置 は 一 定 の 寿 命 や 容 量 が あ り 、 定 期 的 に 交 換 し な け れ ば 、 寿 命 を 過  
ぎ る と 効 果 が な く な っ て し ま う 問 題 が 生 じ る 。 ま た 、 こ れ ら の 装 置 の 交 換 や 清 掃 は 非 常 に  
面 倒 で あ る 。
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【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 に お け る 上 述 の 欠 陥 を 考 慮 し て 、 本 考 案 は 、 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 を 提 供 す る 。 当  
該 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 は 、 既 存 の 空 調 の 吸 気 口 に 取 り 付 け ら れ 、 消 毒 殺 菌 機 能 を 実 現 で き 且  
つ 空 調 の 正 常 な 動 作 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 取 り 付 け も 非 常 に 簡 単 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 以 下 の 技 術 的 解 決 策 を 通 じ て 達 成 さ れ る 。
　 本 考 案 は 、 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 で あ っ て 、 前 記 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 が 、 空 調 の 吸 気 口 を 覆 う  
よ う に 、 前 記 吸 気 口 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 が ハ ウ ジ ン グ を 備  
え 、 ハ ウ ジ ン グ の 中 心 に 消 毒 殺 菌 装 置 が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ の 側 壁 に は 、 径 方 向 に 沿 っ  
て 均 等 に 配 置 さ れ た 空 気 入 口 が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ に 空 気 出 口 が 設 け ら れ 、 前 記 空 気 出  
口 と 空 調 の 吸 気 口 と が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 空 調 の 吸 気 口 に 負 圧 が 形 成 さ れ 、 形 成 さ れ た 負  
圧 に よ り 、 空 気 入 口 外 の 空 気 が ハ ウ ジ ン グ 内 に 流 れ 込 み 、 且 つ 消 毒 殺 菌 装 置 に よ っ て 消 毒  
殺 菌 を 行 っ た 後 、 空 気 が 空 調 の 吸 気 口 に 流 れ 込 む こ と を 特 徴 と す る 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 を 提  
供 す る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 空 気 入 口 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 側 壁 に 沿 っ て ハ ウ ジ ン グ の 中 心 に 向 か っ て  
延 伸 す る 螺 旋 形 状 の ダ ク ト 構 造 で あ り 、 空 気 が 螺 旋 形 状 の ダ ク ト 構 造 を 通 過 し た 後 、 消 毒  
殺 菌 装 置 が 設 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ の 中 心 位 置 に 空 気 の 渦 流 が 形 成 さ れ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 消 毒 殺 菌 装 置 が 紫 外 線 ラ ン プ で あ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 紫 外 線 ラ ン プ が 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ で あ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 中 央 に 、 紫 外 線 ラ ン プ の 動 作 状 態 を 確 認 で き る 透 光 窓 が  
設 け ら れ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ と 多 孔 板 と の 底 面 の 間 の 距 離 が ５ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 空 気 出 口 は 多 孔 板 で 覆 わ れ る 。
　 好 ま し く は 、 前 記 多 孔 板 の 表 面 に 消 毒 殺 菌 用 の 光 触 媒 コ ー デ ィ ン グ 層 が 塗 布 さ れ て い る  
。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 技 術 と 比 較 し て 、 本 発 明 の 有 利 な 効 果 は 以 下 で あ る 。 本 装 置 は 、 ブ ラ ケ ッ ト を 介 し  
て 空 調 の 吸 気 口 に 容 易 に 取 り 付 け ら れ 、 空 調 吸 気 口 に 形 成 さ れ た 負 圧 に よ り 、 外 部 の 空 気  
が ハ ウ ジ ン グ 内 に 吸 い 込 ま れ 、 ハ ウ ジ ン グ に お け る 消 毒 殺 菌 装 置 に よ っ て 空 気 中 の 細 菌 ま  
た は ウ イ ル ス を 消 毒 殺 菌 し 、 そ し て 、 消 毒 殺 菌 さ れ た 空 気 が 吸 気 口 を 介 し て 空 調 に 流 れ 込  
ん で 冷 却 ま た は 加 熱 さ れ る 。 そ の た め 、 細 菌 ま た は ウ イ ル ス が 空 調 に よ っ て 拡 散 さ れ る こ  
と を 抑 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 実 施 形 態 に お け る 技 術 的 解 決 策 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 で は 、 添 付  
の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 実 施 形 態 に お け る 技 術 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 １ 】 本 考 案 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 分 解 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 考 案 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 を 示 し て い る 。 前 記 装 置 は 、 空 調 の 吸 気  
口 を 覆 う よ う に 、 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 前 記 装 置 は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） を 備 え  
、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 部 に 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 設 け ら れ る 。 ハ ウ ジ ン グ （ １ ）  
の 側 壁 に は 、 径 方 向 に 沿 っ て 均 等 に 配 置 さ れ た 空 気 入 口 （ ３ ） が 設 け ら れ る 。 ハ ウ ジ ン グ  
（ １ ） に は 、 空 気 出 口 が 設 け ら れ 、 前 記 空 気 出 口 が 空 調 の 吸 気 口 に 対 応 し て 配 置 さ れ て い  
る 。 本 装 置 は 、 ブ ラ ケ ッ ト を 介 し て 空 調 の 吸 気 口 に 簡 単 に 固 定 し て 取 り 付 け る こ と が で き  
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る 。 空 調 吸 気 口 に 形 成 さ れ た 負 圧 に よ り 、 外 部 の 空 気 が 、 空 気 入 口 （ ３ ） か ら ハ ウ ジ ン グ  
（ １ ） 内 に 吸 い 込 ま れ 、 さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に お け る 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） に よ っ て  
空 気 中 の 細 菌 ま た は ウ イ ル ス を 殺 菌 し た 後 、 空 気 が 吸 気 口 か ら 空 調 内 に 流 れ 込 み 、 冷 却 ま  
た は 加 熱 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 細 菌 ま た は ウ イ ル ス が 空 調 を 介 し て 拡 散 す る こ と を 効 果  
的 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 装 置 は 全 体 的 に 比 較 的 薄 型 の 設 計 と な っ て い る が 、 消 毒 殺 菌 が 完 了 す る ま で に あ る 程  
度 の 時 間 が か か る こ と を 考 慮 す る と 、 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 内 の 空 気  
滞 在 時 間 を 長 く す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 吸 い 込 ま れ た 空 気 を よ り  
十 分 な 消 毒 殺 菌 す る 効 果 を 実 現 で き る た め で あ る 。 空 気 入 口 （ ３ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ）  
の 側 壁 か ら ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 に 向 か っ て 螺 旋 形 状 に 延 在 す る ダ ク ト 構 造 に 構 成 さ れ  
て い る 。 空 気 が 螺 旋 形 状 の ダ ク ト 構 造 を 通 過 す る と 、 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 設 置 さ れ て い  
る ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 に 空 気 の 渦 流 が 形 成 さ れ 、 空 気 の 渦 流 が 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） の  
周 り を 周 回 し て 流 れ る の で 、 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） と 完 全 に 接 触 し 、 消 毒 お よ び 殺 菌 の ス テ  
ッ プ を 実 行 す る 。 形 成 さ れ た 空 気 の 渦 流 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 内 の 空 気 の 滞 留 時 間 が  
長 く な り 、 消 毒 お よ び 殺 菌 の 要 件 を 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 上 述 し た 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） は 、 例 え ば 、 オ ゾ ン 発 生 装 置 や 銀 イ オ ン な ど 様 々 な  
方 法 で 実 現 で き る が 、 こ れ ら の 方 法 は 、 不 快 な 空 気 を 発 生 さ せ 、 例 え ば 、 オ ゾ ン の よ う な  
臭 い 匂 い が 発 生 す る の で 、 空 調 機 器 に は 適 さ な い 問 題 が あ る 。 ま た 、 銀 イ オ ン に は 寿 命 が  
あ り 、 定 期 的 に 交 換 す る 必 要 が あ る た め 、 使 用 頻 度 は そ れ ほ ど 高 く な い 。 一 方 で 、 本 考 案  
で は 、 紫 外 線 ラ ン プ を 使 用 す る こ と が 好 ま し く 、 適 切 な 波 長 の 紫 外 線 ラ ン プ を 使 用 す る こ  
と に よ り 、 オ ゾ ン の 発 生 を 回 避 ま た は 低 減 し な が ら 殺 菌 消 毒 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま  
た 、 紫 外 線 ラ ン プ に よ っ て 生 成 さ れ る 紫 外 線 は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 内 の 空 間 全 体 を 完 全 に  
カ バ ー す る こ と が で き 、 滅 菌 お よ び 消 毒 の 効 率 が よ り 効 率 的 か つ 省 エ ネ で あ る 。 さ ら な る  
省 エ ネ と 装 置 の 小 型 化 を 図 る た め 、 紫 外 線 ラ ン プ と し て 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ を 使 用 す る こ と が で  
き る 。 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 必 要 な 電 気 エ ネ ル ギ ー は 低 く 、 通 常 、 １ ０ ｍ Ｗ だ け で 消 毒 お よ び 殺 菌 を  
実 現 す る こ と が で き る 。 異 な る 種 類 の 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ で は 、 特 に 、 異 な る 波 長 の 紫 外 線 Ｌ Ｅ  
Ｄ が 消 毒 殺 菌 可 能 な 距 離 を 有 す る 。 考 案 者 が 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ と 多 孔 板 の  
底 面 と の 間 の 距 離 が ５ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 場 合 、 最 も 優 れ る 消 毒 殺 菌 効 果 を 実 現 す る こ と  
で き 、 同 時 に 、 装 置 の 体 積 全 体 を さ ら に 縮 小 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 使 用 者 が 装 置 の 動 作 状 態 を 容 易 に 把 握 で き る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 央 に 紫 外 線  
ラ ン プ の 動 作 状 況 を 確 認 す る た め の 透 光 窓 （ ５ ） が 設 け ら れ て い る 。 少 量 の 紫 外 光 が 透 光  
窓 （ ５ ） を 透 過 す る た め 、 使 用 者 が 透 光 窓 （ ５ ） を 観 察 す る こ と で 装 置 の 動 作 状 態 を 容 易  
に 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 空 気 出 口 は 多 孔 板 （ ４ ） で 覆 わ れ て お り 、 多 孔 板 （ ４ ） に よ  
り ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 内 に 形 成 さ れ る 空 気 の 渦 流 を 維 持 し 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 内 の 空 気 の 滞  
留 時 間 を 長 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 多 孔 板 （ ４ ） の 表 面 に 消 毒 殺 菌 用 の 光 触 媒 コ ー デ  
ィ ン グ 層 を 塗 布 す る こ と が で き 、 光 触 媒 コ ー デ ィ ン グ 層 は 紫 外 線 ラ ン プ の 照 射 に よ り 強 力  
な 消 毒 お よ び 殺 菌 効 果 を 発 揮 し 、 多 孔 板 （ ４ ） を 通 過 す る 空 気 に 対 し て さ ら に 消 毒 殺 菌 す  
る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 1 月 2 4 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 2 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 で あ っ て 、 前 記 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 は 、 空 調 の 吸 気 口 を 覆 う よ う に 、 前  
記 吸 気 口 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ） を 備 え 、  
ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 に 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 側 壁 に は  
、 径 方 向 に 沿 っ て 均 等 に 配 置 さ れ た 空 気 入 口 （ ３ ） が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） に 空 気  
出 口 が 設 け ら れ 、 前 記 空 気 出 口 と 空 調 の 吸 気 口 と が 対 応 し て 配 置 さ れ 、 空 調 の 吸 気 口 に 負  
圧 が 形 成 さ れ 、 形 成 さ れ た 負 圧 に よ り 、 空 気 入 口 （ ３ ） 外 の 空 気 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ） 内 に  
流 れ 込 み 、 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） に よ っ て 消 毒 殺 菌 を 行 っ た 後 、 空 気 が 空 調 の 吸 気 口 に 流 れ  
込 む こ と を 特 徴 と す る 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 気 入 口 （ ３ ） は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 側 壁 か ら ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 に 向 か っ  
て 延 在 す る 螺 旋 形 状 の ダ ク ト 構 造 で あ り 、 空 気 が 螺 旋 形 状 の ダ ク ト 構 造 を 通 過 し た 後 、 消  
毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 設 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 心 位 置 に 空 気 の 渦 流 が 形 成 さ れ る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 消 毒 殺 菌 装 置 （ ２ ） が 紫 外 線 ラ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 調  
消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 紫 外 線 ラ ン プ が 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺  
菌 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 中 央 に 、 紫 外 線 ラ ン プ の 動 作 状 態 を 確 認 で き る 透 光 窓 （ ５ ） が  
設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ） の 空 気 出 口 は 多 孔 板 （ ４ ） で 覆 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ と 多 孔 板 （ ４ ） と の 底 面 の 間 の 距 離 が ５ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 多 孔 板 （ ４ ） の 表 面 に 消 毒 殺 菌 用 の 光 触 媒 コ ー デ ィ ン グ 層 が 塗 布 さ れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 空 調 消 毒 殺 菌 装 置 。
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